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公開講座
1.情報メディアセンター活用講座
と　き	 2 月 27 日（土）13:30 ～ 15:00
ところ　公立鳥取環境大学（若葉台北一丁目１－１）
テーマ	 ビブリオバトル in 環境大（書評合戦）
講　師	 高

たか い 

井 亨
とおる

（経営学部 准教授）
2.とっとり県民カレッジ連携講座
と　き	 3 月 5 日（土）10:30 ～ 12:00
ところ	 鳥取県立図書館 2 階 大研修室（尚徳町 101）
テーマ	 農家に嫁が来ないってホント？
　　　　統計からみる農家のすがた
講　師	 西

にしむら

村教
の り こ

子（経営学部 教授）
参加料	 無料
申込方法	 開催の前日までに「受講希望テーマ・会場・住所・

氏名・電話番号」を電話・ファクシミリ・電子
メールのいずれかで下記問い合わせ先まで

問 公立鳥取環境大学 企画広報課   0857-38-6704
 0857-32-9053  kikaku@kankyo-u.ac.jp

　平成 27 年 12 月 9 日（水）に本学大講義室および
多目的ホールにおいて、特別企画国際シンポジウム「ア
ジアのごみ問題解決に貢献する日本のリサイクル技術
- 逼迫する処分場の延命への国際協力を考える -」を開
催しました。このシンポジウムは、アジア、特にイン
ドのごみ問題に日本のリサイクル技術がどのように貢
献できるのか、実際にインドで廃棄物処理事業を展開
している事業者に解説していただくことを目的とした
もので、本学や鳥取大学の学生のほか、自治体関係者
や廃棄物処理業者など、174 人の参加がありました。
　第 1 部では本学の田

 た なか

中客員教授が、「アジアのごみ
問題とその解決に必要な日本の技術やノウハウ」と題
して講演を行いました。続いて、三光株式会社の三

み わ

輪
社長が、ODA（政府開発援助）を活用したインドに
おける廃棄物処理事業の展開について、また、日立造
船株式会社環境事業本部の近

こんどう

藤部長と株式会社プラン
テック GB エンジニアリングの歸

き や ま

山社長は、学生向け
に海外における廃棄物ビジネスの展開について講演さ
れました。
　第 2 部は、本学の田中客員教授と松

まつむら

村教授、金
きむ

准教授、
近藤部長、歸山社長がそれぞれ課題と取組について報
告されました。
　その後、田中客員教授をコーディネーターに、5 人
の講演者がパネリストとなって、「インドのごみ問題解
決に向けて」と題したパネルディスカッションを行い、
有意義な意見交換の場となりました。

トピックス
TOPICS

シリーズ vol.63 公立鳥取環境大学
問 公立鳥取環境大学 企画広報課  0857-38-6720

 http://www.kankyo-u.ac.jp/  nyushi@kankyo-u.ac.jp

シンポジウム「アジアのごみ問題解決に貢献
する日本のリサイクル技術－逼迫する処分
場の延命への国際協力を考える－」を開催
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瑞感院浄光寺（吉川経家公墓所）前にて
お堀端に建つ経家公銅像

期 間　4月1日～平成29年3月31日
と こ ろ　鳥取市高齢者福祉センター（富安二丁目104-1）
対 象 者　市内在住で、おおむね60歳以上の人
申込方法　往復はがき（1人1枚）に次の必要事項を記

入し、下記問い合わせ先に郵送
　　　　　[往信用の裏面]
　　　　　郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番

号、年齢、希望教室名（囲碁を希望の人は、
ご自分の段または級も明記。いけ花を希望
の人は、①（午前）か②（午後）を明記）

　　　　　[返信用の表面]
　　　　　申込者の郵便番号、住所、氏名
申込期間　2月1日（月）～ 3月1日（火） ※消印有効
※応募者多数の場合は抽選。1人1教室とし、複数応募は不
可です。定員に満たない教室については3月下旬に再募集
します。再募集での重複応募は可能。募集要領は、鳥取市
社会福祉協議会にあります。詳しくは下記お問合せ先まで。

教室名 定　員 曜　日 時　間

囲　碁 80人 月～土 13:00 ～

将　棋 50人 月～土 13:00 ～

書　道 45人 第2・4火 13:30 ～

民　謡 42人 第2・4金 14:00 ～

手工芸 35人 第1・3水 13:30 ～

いけ花 ①20人
②25人 第2・4水 ①  9:30 ～

②13:00 ～

謡　曲 30人 第1・3金 13:30 ～

おどり 25人 第1・3月 13:30 ～

日本画 36人 第2・4火   9:30 ～

短　歌 30人 第2・4月 13:30 ～

俳　句 20人 第1火 13:30 ～

表　装 60人 第2・4木 13:30 ～

詩　吟 35人 第1・3月   9:30 ～

陶　芸 40人 第1・3木・金、
第4金 13:00 ～

問 鳥取市社会福祉協議会（富安二丁目104-2） 
 0857-24-3180  0857-24-3215

　鳥取市高齢者福祉センター以外で行われる教室、気
高（陶芸教室）と鹿野（陶芸・木工教室）については、そ
れぞれの総合福祉センターへ直接電話にてお申し込み
ください。

教室名 ところ 曜　日 時　間

陶　芸 焼き物工房 第 2・4 木・金 9:00 ～

問 気高町総合福祉センター（気高町浜村）
 0857-82-2727   0857-82-3171

教室名 ところ 曜　日 時　間

陶　芸 鹿野町老人福祉センター 火～木 9:00 ～

木　工 小鷲河地区公民館 火 午後

問 鹿野町総合福祉センター（鹿野町今市）
 0857-84-3113   0857-84-2453

平成28 年度  趣味の教室参加者募集図書館だより
■中央図書館  0857-27-5182 0857-27-5192
　　　　　　　　開館時間 9:00 ～ 19:00（土・日曜は17:00まで）
■気高図書館  0857-37-6036 開館時間 10:00 ～ 18:00
■用瀬図書館  0858-87-2702 開館時間 10:00 ～ 18:00
※休館日は、毎週火曜日、毎月最終の木曜日

平成28年度雑誌スポンサーを募集します
　中央図書館で購入している雑誌の最新号に広告を掲
載する広告主を募集します。
　雑誌スポンサーは社会貢献として雑誌を寄贈すること
と、広告事業を組み合わせた企業スポンサーです。
　年間入館者数約42万人を誇る中央図書館内でよく読
まれる雑誌の最新号は、広告媒体として非常に有効で
す。企業活動の周知にご活用ください。
広 告 期 間　４月1日～平成29年3月31日
募 集 期 間　2月1日（月）から随時受付け
雑誌購入数　280誌
＊詳しくは、中央図書館にお問い合わせください。

蔵書点検による休館のお知らせ

中央図書館　2 月 22 日（月）〜 26 日（金）

用瀬図書館　2 月 15 日（月）〜 19 日（金）

河原図書室　2 月   8 日（月）〜 12 日（金）

※閉館中に本を返却される場合は時間外返却ポストをご
利用ください。

※紙芝居や大型絵本、ＣＤなどは壊れやすいので、開
館中にカウンターへ直接返却してください。

お　ね　が　いお　ね　が　い

鳥取県最低賃金が改正されました!!
地域別最低賃金 時間額（発効年月日）

鳥取県最低賃金 693 円
(平成27年10月4日)

特定（産業別）最低賃金 時間額（発効年月日）

鳥取県電子部品 ･ デバイス
･ 電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業最
低賃金

753 円
(平成27年12月19日)

鳥取県各種商品小売業最低賃金 710 円
(平成27年12月19日)

※詳しくは問い合わせ先まで。
問 鳥取労働局労働基準部賃金室   0857-29-1705

ポリテクセンター鳥取 受講生募集（4月期生）
再就職のために職業訓練を受講してみませんか？

【ＣＡＤ／ＮＣ加工技術科】／【電気設備技術科】

募集期間 2月15日（月）～ 3月17日（木）
訓練期間 4月4日（月）～ 9月29日（木）
受 講 料 無料　※テキスト代（約1万円）は自己負担

定　　　員 15人（CAD ／ NC加工技術科）
15人（電気設備技術科）

対 象 者 ハローワークに求職の申し込みをしている人
応募方法 受講申込書をハローワークに提出してください。
選 考 日 3月23日（水）

問 ポリテクセンター鳥取   0857-52-8802


